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　ゴミは生活する中で、必ず出てきます。生

活水準が向上するにつれ、ゴミの量も増大し

ますます、ゴミ問題が深刻化しています。

　観光地や道路、公園の散乱ゴミはもとより、

家庭から出るゴミも大きな問題と言えます。

　ですから、このゴミ問題を解決し、きれい

な住み良い町にするためには、町とともにみ

なさん一人ひとりがゴミについて関心を持ち、

ゴミを上手に扱っていくように心掛けること

が、大切なことではないでしようか。

(写真は６月３日の統一環境美化キャンペーンより)
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統一美化キャンベーンに

　のべ5,841人が参加

関
東
地
方
環
境
美
化
運

動
の
日
｀
・
　
（
五
月
三
十
日
、
ゴ
ミ
ゼ

ロ
の
日
）
を
中
心
と
し
た
統
一
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
六
月
三
日
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
十
三
団
体
の
協
力
の
も

と
、
町
内
五
か
所
に
分
か
れ
「
空
き

缶
等
の
一
斉
収
集
」
及
び
、
ゴ
ミ
持

ち
帰
り
運
動
の
一
環
と
し
て
ゴ
ミ
袋

の
配
布
を
壬
生
バ
イ
パ
ス
人
目
で
、

マ
イ
カ
ー
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
各
地
で
も
統
一
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
旨
に
賛
同
さ
れ
、

六
月
三
日
を
中
心
に
二
八
十
一
自
治

会
で
地
域
内
の
清
掃
に
汗
を
流
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
下
都

賀
漁
業
協
同
組
合
千
生
支
部
で
も
五

月
二
十
日
黒
川
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

　
ほ
ん
と
う
に
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

◇
参
加
協
力
団
体
　
　
一
三
団
体

◇
協
力
参
加
自
治
会
　
六
▽
目
流
会

◇
延
べ
協
力
参
加
人
数

　
　
　
　
　
　
八
八
万
人

◇
収
集
実
績
　
全
休
量
。
号
七
ト
ン

　
・
空
き
缶
　
二
〇
、
八
〇
〇
個

　
・
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
ニ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
）

車塚の王生バイパス入□でゴミ持ち帰り運動の一環として
ゴミ袋をマイカーに配布しました。

ユニークな

　　幌つきの
｀ W

ステーション

上稲葉上町の峯

゛
Ｓゴ

町内61自治会でも清掃に汗を流されました

　　　　　　　　　(写真は幸町三丁目のみなさん)

　
上
稲
葉
上
町
の
峯
集
落
〒
九
戸
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
ト
ラ
ッ
ク
の
幌
付

荷
台
を
生
か
し
た
、
不
燃
ゴ
ミ
専
用

の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
不
燃
ブ
こ
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
近
く
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、

不
便
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
住

民
の
総
意
に
よ
り
、
中
古
品
を
買
い

取
っ
て
活
用
し
て
い
る
む
の
で
、
「
た

い
へ
ん
清
潔
」
と
好
評
で
す
。
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